低次元物質と光物性(第38回物性若手夏の学校(1993年度),講義ノート) by 小川, 哲生
Title低次元物質と光物性(第38回物性若手夏の学校(1993年度),講義ノート)
Author(s)小川, 哲生





























































































































































































































































Il(b ) 董 lI' E0l
-kF ! 隼l P




























































































イズを L⊥､擬 d次元励起子の半径を atd)と書
くと､L⊥<ag'1)の場合に､この井戸領域に閉
じ込められた励起子は擬 d次元励起子となる｡














電率 E で遮蔽されて V(3)(,i=-(C2/E),-1で
ある｡ クーロン相互作用系には､長さとエネル
ギーのスケールが存在 し､それぞれ 励起子有効
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となる｡ ここで､5,`=9,J埠 である (p=C,V,
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